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【
６
】
寛
永
十
六
年
三
波
川
村
年
貢
請
取
状
（
寛
永
十
六
年
・
一
六
三
九
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
藤
岡
市
・
飯
塚
家
文
書 

Ｐ
八
二
一
四 

№
六
四
六
〇
） 

 

  

《
釈 

文
》 

 

（
端
裏
） 

「
大
与
兵
へ
殿 

 

寛
永
十
六
卯
請
取
」 

  

卯
ノ
年
三
波
川
村
御
年
貢
請
取
事 

永
壱
貫
九
百
七
拾
壱
文 

 
 

 

綿
本
代
え
納 

永
九
貫
五
百
弍
文 

 
 

 
 

 

漆
に
て
納 

 
 

 

此
漆
拾
三
貫
五
百
七
拾
五
匁 

永
九
拾
弐
文 

 
 

 
 

 
 

 

荏
に
て
納 

 
 

 

此
え
四
斗
六
升 

永
四
拾
八
貫
八
百
八
拾
四
文 

 

金
に
て
納 

 
 

 
 

合
六
拾
貫
四
百
四
拾
九
文 

 
 

 
 

 

此
外
臨
時
浮
役 

永
六
百
弐
十
文 

 
 

 
 

 
 

絹
ノ
割 

永
三
百
弐
拾
六
文 

 
 

 
 

 

帋
ノ
わ
り 

永
壱
貫
弐
百
弐
拾
壱
文 

 
 

 

綿
ノ
わ
り 

永
弐
貫
八
百
六
十
文 

 
 

 
 

帋
舟
役
本 

永
五
百
七
拾
弐
文 

 
 

 
 

 

右
之
わ
り 

 
 

 

合
五
貫
五
百
九
拾
九
文 

 
 

納
合
六
拾
六
貫
四
拾
八
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

此
外
口
銭
済 

 

黒
印  

右
、
請
取
処
皆
済
也
、
如
レ

件 

 
 

寛
永
十
六
年
卯

十
二
月
廿
九
日 

大
与
兵 

 

黒
印  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
主
百
姓
中 
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《
読
み
下
し
》 

 

（
端
裏
） 

「
大
与
兵
へ
殿 

 

寛
永
十
六
卯
請
取
」 

  

卯
ノ
年
三
波
川
村
御
年
貢
請
取
事 

永
壱
貫
九
百
七
拾
壱
文 

 
 

 
綿
本
代
え
納 

永
九
貫
五
百
弍
文 

 
 

 
 

 

漆
に
て
納 

 
 

 

此
漆
拾
三
貫
五
百
七
拾
五
匁 

永
九
拾
弐
文 

 
 

 
 

 
 

 

荏
に
て
納 

 
 

 

此
え
四
斗
六
升 

永
四
拾
八
貫
八
百
八
拾
四
文 

 

金
に
て
納 

 
 

 

合
六
拾
貫
四
百
四
拾
九
文 

 
 

 
 

此
外
臨
時
浮
役 

永
六
百
弐
十
文 

 
 

 
 

 
 

絹
ノ
割 

永
参
百
弐
拾
六
文 

 
 

 
 

 

帋
ノ
わ
り 

永
壱
貫
弐
百
弐
拾
壱
文 

 
 

 

綿
ノ
わ
り 

永
弐
貫
八
百
六
十
文 

 
 

 
 

帋
舟
役
本 

永
五
百
七
拾
弐
文 

 
 

 
 

 

右
之
わ
り 

 
 

 

合
五
貫
五
百
九
拾
九
文 

 
 

納
合
六
拾
六
貫
四
拾
八
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

此
外
口
銭
済 

 

黒
印  

右
、
請
け
取
る
処
皆
済
な
り
、
件
の
ご
と
し 

 
 

寛
永
十
六
年
卯
十
二
月
廿
九
日 

大
与
兵 

 

黒
印  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
主
百
姓
中 

《
用 

語
》 

 

【
大
与
兵
】
大
河
内
与
兵
衛
。
伊
奈
半
十
郎
忠
治
の
手
代 

【
寛
永
十
六
卯
】
一
六
三
九
年 

【
三
波
川
村
】
旧
多
野
郡
鬼
石
町
三
波
川
（
現
藤
岡
市
三
波
川
）
。
近
世
は
幕
府
領
。 

【
永
壱
貫
】
田
畑
に
課
せ
ら
れ
る
年
貢
を
永
楽
銭 

（
え
い
ら
く
せ
ん
）
で
見
積
も

っ
た
も
の
。
東
国
地
方
で
行
わ
れ
た
。
関
東
を
中
心
に
永
楽
銭
は
早
く
か
ら
流

通
し
、
他
の
各
種
通
貨
の
基
準
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
後
北
条
氏
は

永
楽
銭
の
価
値
を
精
銭
の
二
倍
と
し
、
こ
れ
を
基
準
と
す
る
永
高
を
用
い
た
。

年
貢
の
徴
収
も
永
楽
銭
何
貫
文
と
い
っ
た
形
で
割
り
付
け
た
の
で
、
田
畑
、
村

高
を
永
（
え
い
） 

何
貫
文
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
長
十
三
年
（
一

六
〇
八
）
幕
府
は
永
楽
銭
の
流
通
を
禁
止
し
た
た
め
、
永
高
は
公
式
に
は
消
滅

し
た
。
し
か
し
、
相
模
（
さ
が
み
）
地
方
な
ど
で
は
田
畑
の
評
価
や
貨
幣
計
算

に
明
治
初
期
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。 

【
綿
本
代
え
納
】
記
載
形
式
か
ら
現
物
納
で
は
な
く
、
綿
の
現
物
納
分
が
代
金
納
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。､ 

【
漆
】
漆
木
は
落
葉
喬
木
で
、
そ
の
果
実
か
ら
蝋
を
製
し
、
樹
皮
か
ら
漆
汁
を
採
取

し
て
塗
料
に
用
い
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
家
具
調
度
類
に
も
漆
塗
が

行
わ
れ
、
漆
器
業
が
栄
え
、
さ
ら
に
燈
火
用
と
し
て
の
蝋
の
使
用
も
増
大
す
る

に
伴
い
四
木
三
草
の
一
つ
と
し
て
幕
府
・
諸
藩
と
も
植
栽
を
奨
励
し
た
。 

【
匁
】
尺
貫
法
に
お
け
る
重
量
の
単
位
。
貫
の
千
分
の
一
、
分
（
ふ
ん
）
の
十
倍
に

あ
た
る
。
唐
の
開
元
通
宝
銭
一
文
の
重
さ
を
「
も
ん
め
」
と
称
し
て
中
世
末
期

以
降
用
い
ら
れ
た
が
、
斤
両
制
と
入
り
ま
じ
っ
て
複
雑
に
な
り
、
江
戸
中
期
以

降
規
格
が
統
一
さ
れ
た
。
約
三
・
七
五
グ
ラ
ム
。
略
し
て
、
「
目
（
め
）
」
と

い
う
。 
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【
荏
】
植
物
「
え
ご
ま
（
荏
胡
麻
）
」
の
古
名 

【
臨
時
・
浮
役
】
浮
役
と
は
江
戸
時
代
の
雑
税
の
一
つ
。
小
物
成
（
こ
も
の
な
り
）

の
う
ち
、
郷
帳
に
記
載
し
て
年
々
き
ま
っ
て
納
め
る
も
の
以
外
の
も
の
の
総

称
。
譲
原
村
の
元
禄
四
年
年
貢
割
付
状
（
山
田
松
雄
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
臨

時
は
「
絹
綿
紙
売
出
シ
」
と
し
、
絹
・
綿
・
紙
を
販
売
し
て
得
た
収
益
へ
の
課

税
と
み
ら
れ
る
。 

【
絹
ノ
割
・
帋
ノ
わ
り
・
綿
ノ
わ
り
】
「
割
」
（
ワ
リ
）
と
は
売
り
上
げ
に
対
す
る

課
税
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

【
帋
（
紙
）
舟
役
】
江
戸
時
代
、
和
紙
生
産
に
従
事
す
る
紙
漉
（
す
き
）
者
の
納
め

る
運
上
金
。
製
造
用
具
で
あ
る
紙
船
（
紙
を
漉
く
箱
、
紙
漉
船
）
に
対
し
て
課

税
。 

【
口
銭
（
く
ち
せ
ん
）
】
江
戸
時
代
、
年
貢
が
金
銀
銭
で
納
め
ら
れ
る
場
合
に
付
加

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
銭
。
一
貫
文
に
つ
き
三
十
文
の
割
で
徴
収
さ
れ
、
は
じ

め
は
代
官
が
収
納
し
て
役
所
の
費
用
に
あ
て
た
が
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

以
降
は
幕
府
に
収
め
ら
れ
た
。
口
永
（
く
ち
え
い
）
。
く
ち
ぜ
に
。 

 

《
解 

説
》 

 

こ
れ
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
伊
奈
氏
の
手
代
大
河
内
金
兵
衛
か
ら
三
波

川
村
に
出
さ
れ
た
年
貢
請
取
状
（
皆
済
状
）
で
す
。
佐
藤
孝
之
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
鬼
石
領
譲
原
村
・
同
三
波
川
村
・
山
中
領
で
は
こ
れ
以
前
に
は
当
時
の
行
政
村

単
位
で
年
貢
皆
済
状
は
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
年
よ
り
年
貢
割
付
状
と
年
貢
皆

済
状
が
揃
っ
て
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
佐
藤
孝
之
『
近
世

山
村
地
域
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
。 

 

江
戸
時
代
に
は
、
割
付
に
よ
っ
て
村
単
位
に
そ
の
年
の
年
貢
量
が
通
達
さ
れ
、
こ

れ
を
期
月
内
に
完
納
し
た
と
き
、
請
取
状
（
皆
済
状
）
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
年
貢
は

領
主
が
個
々
の
農
民
層
か
ら
直
接
徴
収
し
た
も
の
で
な
く
、
上
納
は
す
べ
て
村
単

位
や
五
人
組
の
責
任
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
年
貢
村
請
制
）
。 

 

こ
の
史
料
や
年
貢
割
付
状
に
基
づ
き
、
寛
永
十
六
年
の
年
貢
の
内
容
を
考
察
し

て
み
ま
す
。
最
初
の
合
計
六
十
貫
四
百
四
十
九
文
が
、
高
辻
（
年
貢
と
し
て
納
め
る

べ
き
分
米
や
石
高
の
合
計
）
よ
り
損
免
を
引
き
、
「
高
之
外
上
り
」
（
年
貢
割
付
状

よ
り
補
足
）
を
足
し
た
も
の
で
す
。
内
訳
は
、
永
九
貫
五
百
弍
文
を
漆
の
現
物
（
十

三
貫
五
百
七
十
五
匁
）
で
、
永
九
十
一
文
を
荏
の
現
物
（
四
斗
六
升
）
で
納
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
永
一
貫
九
百
七
十
一
文
は
綿
を
売
っ
た
代
金
、
そ
の
他
の
四
十
八
貫

八
百
八
十
四
文
は
金
（
貨
幣
）
で
納
入
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
「
臨
時
浮
役
」
（
小
物
成
）
と
し
て
五
貫
五
百
九
十
九
文
が
納
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
絹
・
紙
・
綿
を
売
っ
た
代
金
に
か
か
る
税
が
、
そ
れ
ぞ

れ
永
六
百
二
十
文
・
永
三
百
二
十
六
文
・
永
一
貫
二
百
二
十
一
文
、
紙
の
製
造
者
に

か
か
る
税
が
永
一
貫
八
百
六
十
文
、
右
の
割
永
五
百
七
十
一
文
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
全
体
の
合
計
が
六
十
六
貫
四
十
八
文
で
し
た
。 


